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読者の皆様，いつも『眼科』をご愛読いただき，あ
りがとうございます。
2026 年も下半期に突入いたしました。今月号では

「緑内障と他の眼科専門領域との連携」と題して，緑
内障と眼科他領域疾患との関わり合いが特集されまし
た。日々の外来や手術室での診療では，緑内障単独と
いうよりは，特集されたようなほかの眼疾患もみられ
るということは珍しくないかもしれませんが，今回の
系統だって整理された最新の内容は，今日からの日常
診療に大きく役立つこと間違いなしと思います。本誌
後半の硝子体手術で用いる補助剤の綜説，前眼部悪性
腫瘍の連載記事も毎日の診療に欠かせない知識です。
また，他診療科でも補体経路を標的とした治療開発が
進むなか，眼科領域でも，今まで手をこまねいていた
萎縮型AMD/地図状萎縮に対する治療介入を実現さ
せた「アイザベイ」も重要な話題です。症例報告では
無菌性眼内炎，駆逐性出血とその対応が取り上げられ
ています。読者の皆様も同様のご経験がおありの場
合，ご自身の症例の経過を思い起こしながら，ご一読
いただきましたら幸いです。

ますます暑くなって，熱中症対策，台風などの話題
がTVなどで取り上げられる季節です。一方，和歌
山に在住する筆者個人にとりましては，好物の和歌山
特産のフルーツと海の幸の時期というイメージが強い
頃合いです。和歌山北部のかつらぎ町（和歌山県立医
科大学の紀北分院の所在地）では，6月後半からお盆
頃まで桃の収穫時期です。ご存じのように同じ品種の
桃が 2か月以上も収穫できるのではありません。6月
は桃山白鳳と日川白鳳，7月は八幡白鳳，紀の里白鳳，
白鳳，7月後半は清水白桃，8月は川中島白桃が主力
選手です。有田みかんで有名な和歌山県有田市の漁港
では，これからしばらくの期間，鱧とタチウオが美味
しくなる時期です。昭和 39年生まれの筆者が小学生
の頃は，どちらもごく普通の日々の食卓に並ぶ大衆魚
でしたが，今はすっかり「高級魚」です。
さて，『眼科」の原著論文，症例報告，私の経験は
カラー印刷を含めて掲載料がゼロです。どしどしご投
稿をお願いいたします。
� （雑賀司珠也・記）
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